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はじめに
２０１６年（平成２８年）４月１４日に発生した熊本地震は最も大きい震

度７を観測する地震が夜１回、翌未明にも震度７が発生しました。その後最

大震度６強の地震が２回、６弱の地震が３回発生しています。これを受けて

全国で地震や震災等への防災対策が一段と高まっています。家屋の倒壊や大

破は人命に危険をともなうことが多いと思います。

木造住宅は、耐震診断を受けての対策が必要です。耐震補強工事を行うな

ど、近い将来起こりうるであろう巨大地震に備えておく必要があります。

本書に記載している耐震診断は昭和５６年５月３１日（１９８１年）以前

に着工した木造住宅を対象にしています。「震度６弱」で診断を行うのですが、

建物の半壊、全壊の恐れがある評価点がほとんどです。

木造住宅においては新耐震設計基準が抜本的に見直され耐震基準が大幅に

改正され、壁量規定の見直しが行われました。構造用合板やせっこうボード

等の面材を張った壁などが追加されました。床面積あたりの必要壁長さや軸

組の種類・倍率が改定されました。

今回の熊本地震は慶長地震によく似ているといわれます。「東海地震」・「東

南海地震」・「南海地震」の地震３兄弟は９０年から１５０年ほどの間隔で起

きていて甚大な被害をもたらしています。このことから今世紀前半までには

必ず起こりそうだと言われています。

地震は自然現象のため、いつ、どこで、どの程度のものが起こるかという

正確な予知が不可能であります。

本書が地震の恐怖を恐れることなく、「安心」「安全」な日々を過ごすための、

皆さまの参考になれば幸せです。

元愛知県木造住宅耐震診断員

　西口　功
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序章　住の注意事項
１．地盤の調査

地形の形状、地盤の種類、平坦地、丘陵地、埋め立て地、土砂災害、風水害、

液状化の危険度。

２．周囲の道路
生活道路の確保、消防自動車、救急車、大型車が通行できるか。

　　

３．地域の環境
日照時間や騒音対策、敷地の高低差、南垂れ地、高低差の有無。

４．近隣の調査・環境の調査
近隣住人とのトラブルは避けたいところですが、駐車、騒音、悪臭、

ゴミの家、反社会的集団等のリスクがあります。状況によってはせっか

く手に入れた自宅を手放すことになりかねません。

入居後、隣に転居してくる場合もあり難しいことではあります。

５．周辺の地形
高級住宅地は高台に位置し、地盤は良好です。しかし、高台の場合、

周辺道路は坂道であったりします。この場合、車庫は道路際にあり、門

から玄関まで石段を上る住宅が少なくありません。荷物を持って上るの

は、若い時は苦になりませんが、シニア世代には大変になってきます。

対策としてエレヴェーターや階段昇降機の設置があります。
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着工時期
＊昭和５６年５月（１９８１年５月）以前に着工した木造住宅です。（プレ

ハブ、ツーバイフォー工法は除く）着工時が、わからない時は、固定資産税、

都市計画税の課税明細書等で確認してください。

災害の遭遇履歴
＊今までに台風や大地震、火災、床下浸水、床上浸水、斜面崩壊等大きな

災害に遭遇されたことがあるかないか。

液状化の恐れ
＊土地は予想される液状化の危険度はかなり低い。液状化が発生する面積

はほとんどない。川沿いの地盤の低い方面を中心に広い範囲で液状化の

起きる恐れがあります。

基礎
＊基礎は無筋コンクリート、鉄筋コンクリートの布基礎または鉄筋コンク

リートのベタ基礎、杭基礎です。

増築・リフォーム
＊増築はしてはいない。増築やリフォームの工事は適時工事をしています。

増築時は建築確認など必要な手続きをしています。

吹き抜け
＊１辺の長さが４メートル以上の大きな吹き抜けはあるか。

建物の形状・外壁の位置
＊建物の１階の平面形状は長方形であるか。または L 字形、T 字形か。

１階外壁の東西南北の周囲どの面にも壁がありバランスがとれている。

１階と２階の壁面は上下、同じ位置に壁があるか。２階外壁の直下には１

階の内壁または外壁があるか。

外壁・内壁
＊外壁・内壁は土壁ではなく比較的軽い材料を使用している。

屋根材
＊屋根材は日本瓦（葺き土）・洋瓦など比較的重いものが使われていないか。

重い材料は避けるのが望ましい。比較的軽い屋根材として、スレート・

シングル葺き・鉄板・銅板・金属板葺き等がある。

（日本建築防災協会）

耐震診断の問診票
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熊本地震
平成 28 年（2016）4 月 14 日

（提供：キロクマ！）

地震災害事例
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東日本大震災
平成 23 年（2011）3 月 11 日

地震災害事例
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地
震
災
害
事
例阪神 ･淡路大震災

平成 7 年（1995）1 月 17 日

（提供：神戸市）

地震災害事例
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